
 

 

 

 

 

 

 

開催当日の１１月２７日は、前日までの降雨がウソのように快晴に恵まれ正にイベント日和になった。予定通

り３３名の参加を得てJR川崎駅に集合し、長澤代表の挨拶の後、奥村幹事から本日の行程等の説明があり、

早速「東芝未来科学館」を訪問。 

 

ラゾーナ川崎広場で、行程を説明･･･皆さん、神妙に聞く 

初に全員で会議室に集まり担当の女性から

説明を受けながら液体窒素の実験等を視

聴。マイナス１９６度で、カーネーションや塩化ビニー

ルのボールが粉々になる様子をまじかで体験した。

終了後、早めの昼食をとり、２班に分かれて別の担

当女性の説明を受けながら館内の創業者の部屋

や家電製品を中心とした１号機物語や、からくり人形、

和時計などを視聴するとともにリニアモターにも応

用できる強力な磁石による実験や静電気の体験

で子供たちが喜ぶ様子を見ながら有意義な見学

時間を過ごすことができた。 

 

東芝未来科学館前で記念写真 

 

「B ホール」で実験 ・ 高温超電導の説明と液体窒素(N2 マイナス 196℃という低温)を使用して･･･ 

 

液体窒素（N2）に「カーネーション」を入れ凍結実験を体験（斎藤さん）＆ 超伝導電磁石の反発で物体が浮上する･･･ 

 

絡繰り人形の原理の解説聞き･･･関心！ ＆ 昭和の電気釜 “これ使っていたよ” 
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50 万ボルトの静電気で、髪の毛が山嵐 ＆ 高温超電導リニヤーカー原理解説 ＆ ものづくりに、情熱を注いだ展示品に！ 

 

 

午後からは場所を変え２０分ほど歩いた「東海道かわさき宿交流館」を訪問。ここでも２班に分かれてボラ

ンティアガイドの説明を聞くとともにビデオや展示品をゆっくり見ながら当時の「かわさき宿」の様子を垣間見

た。 

 

川崎宿パネルで、ボランティアガイドから解説を･･･熱心に聞く 

 

記念撮影スポット「六郷の渡し」 “その気になって” ＆ 川崎宿の街並み再現 ＆ 美術展示コーナーで作品とツウーショット 

今回の訪問先は２か所であったが双方とも至近距離にあり、時間を有効活用でき早目の午後２時３０分に

解散となった。 

 

３時ごろから川崎駅商店街の魚料理の美味しい居酒屋で、有志による２次会を開催。１６名の参加を得て

いつも通りワイワイガヤガヤと２時間ほど楽しい時間を過ごし、午後５時ごろお開きとなった。 

 

 

今回のイベントはコンパクトの中にも内容があり概ね参加者から好評であったように思われる。 
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